
                                

 
 

石炭ガス化複合発電（IGCC）実証試験研究の初期目標の達成について 
平成２２年１１月１０日 

                       (株)クリーンコールパワー研究所 
 

当社は、石炭の高効率発電技術である石炭ガス化複合発電（IGCC）技術の開

発を進めており、福島県いわき市（常磐共同火力㈱勿来発電所構内）において、

出力２５万ｋW の石炭ガス化複合発電（IGCC）実証機を建設し、平成１９年９

月から実用化に向けた運転試験を行っております。平成２０年９月に２０００

時間連続運転に成功し、炭種変化試験、運転最適化試験（熱効率の確認試験）

などを行った後、平成２２年６月には、長期耐久運転試験（信頼性の確認試験）

が当初目標の年間累積５０００時間に到達しました。 
一連の運転試験で、目標項目としていた①設備の信頼性、②熱効率、③環境

性能、④炭種適合性、⑤プラントの経済性について、いずれも当初の目標・指

標は概ね達成することができました。これも関係官庁、電力会社、地元のみな

さまのご協力のおかげであり、たいへん感謝しております。 
約９年間のプロジェクトで初期の目標は達成したことから、国の補助事業と

しては本年６月をもって終了となり、プロジェクトの成果について、１１月９

日の国の評価委員会で報告を行いました。 
今後につきましては、実証試験を通じて新たな課題も得られたこと、延長に

対する諸条件が整ったことから，平成２５年３月までの２年間、ＩＧＣＣの商

用化にむけて運転試験を継続実施することになりました。 
平成２３年度以降の試験については、新たな課題への対応とＩＧＣＣ技術の

成熟化に向けて、主として信頼性、経済性、炭種適合性に関する検証試験をさ

らに進め、円滑な商用化につなげていく計画です。 
当社ではこれらの試験を通じて、純国産技術である「空気吹きＩＧＣＣ」技

術を完成させ、ＩＧＣＣ技術を海外展開する可能性も検討に含め、地球温暖化

の防止とエネルギーセキュリティの確保に貢献していきたいと考えています。 
                                        

※ 石炭ガス化複合発電 
（IGCC：Integrated coal Gasification Combined Cycle） 

※ 空気吹きＩＧＣＣ 
石炭をガス化するには、石炭を酸素あるいは空気を酸化剤として部分燃焼

させて行う、この酸化剤として空気を使用する方式 
 
（別紙）石炭ガス化複合発電（ＩＧＣＣ）実証機の運転試験の成果について 
（補助資料 1）㈱クリーンコールパワー研究所の概要 
（補助資料 2）石炭ガス化複合発電（ＩＧＣＣ）実証機開発プロジェクトの概要 
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別紙

１．実証プロジェクトの概要と主要経緯 ３．研究開発目標に対する具体的な達成度と今後の課題

（1）プロジェクト概要 （1）実証プラントプロジェクトで達成されるべき最終目標に対する達成度
　　本プロジェクトは国の補助事業（補助率30％）であり、石炭ガス化複合発電の実用化への最終段階として、実証プラン 　　　実証プラントの運転試験により、設計・建設・運転・保守に関するノウハウ、商用機の設計に必要な機器の
　トによる研究開発を実施し、当該技術が商用プラントとして十分な信頼性、経済性、耐久性等を有することを実証する。 　　運転・保守特性データが取得でき、当初定めた実証プロジェクトの最終目標は概ね達成できた。但し、運転

：H13年度～H21年度（9年間、但しH22年6月まで3ヶ月延長） 　　試験の進捗に伴って新たな課題等が確認されたため、将来の商用化へ向けた１ランク上の技術確立を目指
：実績額896億円（うち国からの補助金が約３割：252億円） 　　し、以下の試験を継続する。
：（株）クリーンコールパワー研究所

（2）主要経緯
平成13年6月15日　　㈱クリーンコールパワー研究所設立 平成20年3月 6日　　25万ｋW　定格出力達成
平成16年4月 1日　　いわき市に本社移転 平成20年9月17日　　2,039時間連続運転達成
平成16年8月17日　　実証機建設開始 平成22年6月 7日　　長期耐久運転試験　
平成19年9月20日　　建設完了、試験開始

２．実証プロジェクト実施状況
　運転試験のスケジュールと内容および運転実績を以下に示す。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

※ＬＨＶベース：低位発熱量ベース

（2）今後の課題と対応

試験中に実施した対策についての中長期的な耐久性などの検証

指　標 継続試験での検証事項

経　済　性

炭種適合性

信　頼　性

運転費、建設費についてはデータが得られたが、修繕費について、定期点
検（平成23年）実施時に設備点検のサンプル数を増加させつつ、微粉炭火
力並みのコスト実現に向けての検討

適用炭種を変化させた場合、ガス化炉後流にある熱交換器に詰まりが発生
し、プラント停止にいたる場合があったことを踏まえ、炭種性状に応じたトラ
ブル発生防止方策の確立

平成19年9月～平成22年6月運転試験実績

送電電力量（ＧＷｈ）

8,309時間03分

8,414時間55分

1,732　ＧＷｈ

1,438　ＧＷｈ

ガスタービン石炭ガス専焼

ガス化炉石炭専焼

発電電力量（ＧＷｈ）

Ｅ

熱
効
率

送電端効率42%
(LHVベース)程度

　送電端効率42.9%(LHVベース )を達成

Ｄ
Ｆ

Ｃ

・SOx　　： 8ppm
・NOx　　： 5ppm
・ばいじん： 4mg/m3N
(いずれも16%O2換算)

・SOｘ　　：　0～4.1ppm
・NOx　　  ： 3.4～4.8ppm
・ばいじん ：  0.3～0.6mg/m3N

達成
環
境
性

平成２２年度

・事業費総額

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

累積5,000時間到達

目標・指標

信
頼
性

石炭ガス化複合発電（IGCC）実証機の運転試験の成果について

試験達成度成果

達成
(課題あり)

・ 実 施 期 間

・ 実 施 者

・夏季ピーク期間（3ヶ月）相当の
　安定運転を確認
・5,000時間耐久性確認試験に
　おいて延べ5,000時間の運転を確認

年利用率70%以上の
見通しが得られること

達成 Ｃ

Ａ
Ｂ
Ｅ

炭
種
適
合
性

経
済
性

達成
（課題あり）

微粉炭火力に適合しにくい
灰融点の低い石炭（灰溶
融温度1,400℃以下）を使

用し、安定運転ができること

・設計炭（中国炭）での安定運転を確認
・亜瀝青炭2炭種(北米炭、インドネシア炭)
　での専焼が可能であることを確認

・建設費は商用量産段階では微粉炭火力
　の2割程度増の見込み
・燃料費は熱効率の向上により約2割
　低減の見込み
・今後も石炭価格は上昇傾向が見込ま
　れ、発電原価として微粉炭火力と同等
　以下となる見通しは得られる可能性あり

発電原価が微粉炭
火力と同等以下と

なる見通しを得ること

達成
（課題あり）

ガスタービ
ン

点火

ｶﾞｽ化炉
点火

長時間連続
運転試験

　商用運転に準じた高
利用率運転 を 延べ
5,000時間にわたり実
施し、 耐久性を検証

5,000時間
耐久運転試験

運転最適
化試験

炭種変化
試験

　設計炭
以外の２
炭種につ
いてプラ
ント安定
運転の確
認

運用性
向上試験

・ガスター
　ビン燃料
　切替負
　荷の低減
・最低負荷
　の確認
・停止時間
　短縮の
　確認

　設計炭
（中国）以外
のベースと
なる主力炭
や亜瀝青炭
の燃焼試験

炭種適合性
拡大試験

　　運　　　転　　　試　　　験

補助事業
終了

　

石炭ガス化
調整試験運転

・ガス化炉総合
   試運転
・環境規制クリア
  の確認
・出力調整の
    検証

試験A 試験B 試験C 試験D 試験E 試験F

　2,000時間
運転を実施
し、プラント
の信頼性を
確認

　・プラント
　　効率の
　　検証
　・商用機
　　で効率向
　　上が 期待
　　できる項
　　目の検証

※
※



 

補助資料１ 

㈱クリーンコールパワー研究所の概要 

 

（１） 会社名 

株式会社クリーンコールパワー研究所 

 

（２） 所在地 

    福島県いわき市岩間町川田１０２－３ ＴＥＬ：０２４６－７７－３１１１ 

 

（３） 設立日 

平成１３年６月１５日 

 

（４） 事業内容 

石炭ガス化複合発電に関する試験・研究 

 

（５） 資本金 

１億円 

 

（６） 出資企業 

北海道電力㈱（3.25％）、東北電力㈱（8.35％）、東京電力㈱（32.30％）、 

中部電力㈱（14.25％）、北陸電力㈱（2.90％）、関西電力㈱（16.75％）、 

中国電力㈱（6.25％）、四国電力㈱（2.95％）、九州電力㈱（8.70％）、 

電源開発㈱（4.30％） 

 

（７） 役 員 

    代表取締役社長      渡辺 勉 

    代表取締役副社長     石橋 喜孝 

    常務取締役        土本 達也 

    取締役実証試験本部長   武藤 武 

    常任監査役        大越 郁男 

    監査役（非常勤）     大橋 知雄 

    監査役（非常勤）     大野 貞彦 

 

（８） 社 員 

７０名（平成２２年１１月１日現在） 

 

（９） ＩＧＣＣ実証機写真 

 
 
  
 
 
 




